
クラブ・学校・地域が育てる
豊かな人材

～ 選手育成と人間づくり ～

2010年3月6日、Ｊリーグは18年目の開幕を迎えた。
欧州リーグからＪリーグに復帰した日本代表選手などが注目を集める一方で、
今年も各クラブのアカデミーから有望な選手たちがトップチームへと昇格を果たしている。
移籍ルール変更の影響もあり、各クラブ内での選手育成のあり方に
大きな関心が集まる中、ホームタウン地域の企業、自治体、学校などと連携しながら、
サッカーの技術だけではなく、「人間づくり」の視点で選手育成に取り組む、
サンフレッチェ広島と京都サンガF.C.を取材した。

吉田サッカー公園 人工芝グラウンド
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　サンフレッチェ広島は1993年のＪ
リーグ開幕当時から「日本一の育成型
クラブを目指す」として、ユース選手の
育成に力を入れてきた。その中で重視
されているのは、クラブの立ち上げか
ら2002年まで総監督を務めた今西和
男氏（現・ＦＣ岐阜代表取締役社長）の

「一流のサッカー選手である前に、一
流の社会人であれ」という理念に沿っ
た人間教育だ。サンフレッチェのユー
スチームには、全国から有望な選手が
集まる。それぞれの地元で「スター選
手」として活躍してきた彼らに対しても
決して甘やかすことはなく、「サッカー
だけの人間にはなるな」と厳しい指導
を行ってきた。もともと素晴らしい素質
を持った選手たちが、サッカーの技術
はもちろんのこと、メンタル面も鍛えら
れたことで、サンフレッチェのユースか
らは毎年のように優秀な選手がトップ
チームや他のＪクラブへと輩出されるよ
うになった。
　チームとしても全国屈指の実力を
備え、日本クラブユースサッカー選手権

（U-18）大会、高円宮杯全日本ユース
（U-18）サッカー選手権大会 、Jリー

グユース選手権大会という主要3大会
で、過去6度もの優勝を飾っている。
　今や日本中の指導者が関心を持つ
サンフレッチェ広島の育成システムは、
どのような取り組みの上に成り立って
いるものなのか。そこにはＪリーグ初の
全寮制導入をもとに、クラブ・学校・まち
が三位一体となって選手を大切に育
てている姿があった。

	 きっかけは	 	 	
「まちおこし」

　広島市街から北東へ車を1時間ほ
ど走らせた場所にある、広島県安芸
高田市吉田町。この町の高台に広が
る18.5ヘクタールの敷地に、天然芝2
面、人工芝1面のグラウンドとクラブハウ
スを有した、サンフレッチェ広島の練習
施設「吉田サッカー公園」がある。
　安芸高田市（04年3月に高田郡吉
田町、八千代町、美土里町、高宮町、
甲田町、向原町が合併して安芸高田
市となった）の人口は約3万2100人で、
そのうち約1万人が65歳以上という町
だ。サンフレッチェ広島とこの町との密
接な関係は、「まちおこし」がきっかけ

で始まった。クラブの愛称「サンフレッ
チェ」の語源は、毛利元就の逸話「三
矢の訓」にあるが、毛利氏ゆかりの里
が吉田町である。1993年9月、当時の
吉田町長・広本 氏はサッカー公園
の整備を行い、サンフレッチェのトップ
チームとユースチームの練習拠点を町
内に誘致することで、サッカーを中心と
したまちおこしを推進することを決断。
自身が理事長を務める吉田町地域振
興事業団（現、財団法人安芸高田市
地域振興事業団）の芦田宏治専務理
事に、その一翼を担うよう指示した。
　早速、ユースチームは93年から吉
田運動公園での活動を開始。98年11
月に「吉田サッカー公園」が完成し、99
年2月以降はトップチームの練習も吉
田町で行われている。2005年5月には
サッカー公園の隣に「吉田温水プール」
も完成、現在では日本でも有数のス
ポーツ施設となり、安芸高田市地域振
興事業団が指定管理者として運営に
あたっている。
　推進役となった広本町長の亡き後
も、次の町長となった浜田一義氏（08
年4月に安芸高田市長へ就任）が広

「おはようございます！」
自然豊かな山あいの町に、高校生たちの元気なあいさつが響きわたる。
「おはよう、今日もみんな元気だね」
農作業の手を止めて、町の人々も彼らに声をかける。
彼らは広島県安芸高田市にある「三矢寮」で暮らす、サンフレッチェ広島のユース選手たちである。

クラブ・学校・地域が育てる豊かな人材
～選手育成と人間づくり～

サンフレッチェ広島
日本一の育成型クラブを目指して
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本氏の遺志を継ぎ、サンフレッチェへ
の協力に理解を示したことで、クラブと
まちの関係はより成熟したものになっ
ていった。
　毎年11月には吉田サッカー公園で、
地域振興事業団主催の「ふれあい
サッカーフェスティバル」が開催され
る。参加する子どもたちとその保護者
を合わせると約1,000人が集まる大き
なイベントだ。トップチームの選手がミ
ニゲームやサイン会などで子どもたち
と楽しく触れ合い、アカデミーのコーチ
とユースチームの選手が子どもたち
へサッカー教室を行う。このイベントの
運営は吉田町の有志の方々がボラン
ティアで行っているが、ユースチーム
の選手たちもサッカー教室はもちろん、

30張りものテントの準備や片付け、出
店でのフランクフルトやうどんづくりまで
積極的にサポートする。こうしたイベン
トを通して、まちの人と選手との信頼
関係は築かれていく。
　吉田町は冬には積雪の多い地域
だ。サッカー公園のグラウンドに雪が積
もると、早朝から事業団の職員に加え
て、まちの人々がボランティアで雪かき
を行い、練習時間に間に合わせてくれ
る。サンフレッチェと吉田町が培ってき
た温かな関係がここにも垣間見ること
ができる。

	 PTA副会長を	
務める寮長

　1992年、クラブ設立とともに発足し

たユースチームの最大の特徴は全
寮制ということ。ユース選手たちが
暮らす「三矢寮」は、吉田町の全面
的な協力のもと、クラブによって94年
に建設された。彼らユース選手は全
員、町にある唯一の高校である広島
県立吉田高校に通う。学校へ登校す
る道すがら、あるいは練習場へと向
かう途中に、まちの人たちとすれ違え
ば、彼らは「おはようございます！」「こ
んにちは！」と元気にあいさつする。

「ユースの選手たちがとても礼儀正
しいので、まちに住むおじいちゃん、
おばあちゃんも好感を持つようになっ
て、次第に彼らへの愛着が深まって
いった」と芦田専務理事は語る。
　三矢寮を管理する稲田稔寮長は、

毎年、吉田サッカー公園で開催される「ふれあいサッカーフェスティバル」。アカデミーのコーチとユース選手たちが、集まった子どもたちとサッカーを楽しむ
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以前マツダ本社で今西和男氏のも
と、マツダ独身社員寮の管理業務に
従事していた。その経緯もあり、ユー
ス寮建設計画が進み始めたある日、
今西氏から直接、稲田夫妻に連絡が
あり、「君たちしかいない」と声をかけ
られたという。稲田寮長は当時47歳。
寮の管理人というと、定年を迎えた
夫婦などが住み込みで対応するとい
うのが一般的だが、「寮長は最も大
切なポジション。働き盛りの脂の乗っ
た人を充てなければ」という今西氏
の構想に合致した人材が稲田寮長
だった。マツダの独身寮は高卒社員
もいるため、入寮者は18歳以上で構
成される。一方、三矢寮では15～18
歳という、多感な年ごろの高校生たち

と向き合うことになる。勝手の違いに
戸惑いを覚えながらも、楽しみと大き
な責任を感じ、稲田寮長は寮運営を
快諾した。
　寮の建設中だった93年は15名ほど
が同居できる民家を吉田町内で探し、
ひとつ屋根の下で選手たちと家族のよ
うな生活を送った。そして、三矢寮が
完成した94年から稲田夫妻と高校生
たちの寮生活が始まった。
　稲田寮長は寮だけではなく、選手た
ちが通う吉田高校にも積極的に関与
するように心がけている。「選手たちを
成長させるためには、グラウンドでの練
習と寮での生活だけではなく、学校と
の密な連携も不可欠」という強い想い
を抱いた稲田寮長は、当時PTA会長

を務めていた芦田専務理事に相談し
た。すると芦田氏は「学校側としっかり
向き合って話をしていくために、PTA
の副会長になってはどうか」と提案。こ
れを稲田寮長が受け入れた。
　通常PTA役員の任期は、自分の
子どもが在学中の1～2年間であるこ
とが多いが、稲田寮長は継続的に選
手たちを送り込んでいることもあり、
13年もの間、副会長を務め続けてい
る。こうした長年の努力によって、吉
田高校とサンフレッチェとの良好な関
係は支えられている。

	 監督も	 	
「地域」を意識

　サンフレッチェ広島ユースを率いる
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三矢寮の稲田寮長夫妻。厳しく指導に当たる寮長と、常に笑顔で選手を包む敏子夫人のコンビネーションで、選手たちの生活をサポートしている
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森山佳郎監督は、2000年にコーチ就
任、02年より現職に就く。サンフレッチェ
の育成部門に携わって、現在で11年目
を迎えている。1991年から95年まで、
マツダ時代を経てサンフレッチェに選
手として在籍。その後も他クラブで活
躍し、右サイドバックとして日本代表に
選出された経験もある。
　かねてから、高校の体育教師として
サッカー部を指導したいという希望が
あった森山氏は、引退後に当時の今
西総監督から、ユースチームのコーチ
にならないかと声をかけられた。今西
総監督は、森山監督の大学の先輩で
もあり、自身の現役時代にはサンフレッ
チェで指導を仰いだ恩師でもある。そ
の今西氏からの誘いに、感謝と運命を
感じ、サンフレッチェユースの指導を引
き受けることにした。
　森山監督は「勝ち」「負け」を常に
意識した練習メニューを組む。ミニ
ゲームであっても負けた選手たちには
ランニングを課すなど、常に勝負の意
識を植えつける。そうして日々の練習
に本気で取り組む厳しさを教えること
で、試合の中での団結力や、最後まで

あきらめない粘り強さ、勝負への執念
などが育っていくのだという。
　指導者としてのノウハウについては、

「いまだ試行錯誤の連続」と謙虚に答
える森山監督だが、トップチームで活
躍する選手を次 と々育て、日本クラブ
ユースサッカー選手権連覇などチーム
としても全国の舞台で安定した成績を
残す手腕は、高く評価されている。
　そうした選手・チームの活躍がメ
ディアで取り上げられるようになり、ま
ちの人々から声をかけられることも増
えたが、「それは成績だけが理由では
なく、稲田寮長が吉田高校のPTA副
会長を長きにわたって務めるなど、地
域におけるコミュニケーションを図って
きたおかげ。私やコーチも地元の高
校や中学校でサッカー部の朝練に参
加するなど、一つひとつ地道な活動を
積み重ねてきたたまものだと思う」（森
山監督）。
　ユースチームがまちで認められるよ

う、監督も地元の人 と々の接点を常に
意識している。

	 「社会に通用する人間力」を	
持った選手に

　育成の現場で留意しているのが
「サッカーが上手なだけではダメ。そ
んな選手はいくらでもいる。サッカー
選手としてだけではなく、社会に通用
するような人間力を持った人になって
ほしい」というコンセプトだ。すべての
ユース選手がトップチームでプロにな
るわけではない。仮にトップに上がれ
たとしても、すぐに引退せざるを得な
い選手も多い。だからこそ、単に技術
を教えること以上に、どの世界に進ん
でもしぶとくたくましく生きていくこと、自

サンフレッチェ広島
ユース監督

森山 佳郎 氏

選手のための設備が充実している三矢寮。さまざまな
トレーニング機器に加え、数人がゆったりつかれる広
い浴槽も
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ら目標を立てそれに向かって努力す
ることを最も重視しているのだ。その
ために、「多感な年ごろの選手一人ひ
とりに対して、とことん向き合わなけれ
ばならない」と常に感じている。そこに
は「まず、人を大切にする」という今西
氏のDNAが受け継がれていると森山
監督は話す。
　三矢寮の利点は、静かな吉田町で
3年間サッカーに集中できること。ユー

スへの加入が決まると、「まずは寮を
見に来てもらい、そこで、親御さんとも
じっくり話す。3年間子どもを預けるの
は大変な勇気がいること。時には寮に
泊まっていただき、酒を酌み交わしなが
らわれわれの考え方を聞いてもらうこ
ともある。そうすると翌朝には、ぜひ息
子を預けたいと言ってくれる」（稲田寮
長）。こうして選手本人と両親の理解
を得た上で、3年間を共に過ごす。
　預かった選手たちの「進路」をしっ
かりサポートすることも、全寮制のユー
ス育成というシステムの中では重要な
テーマだと考えている。しかし、最初か
ら手を差し伸べるのではなく、まずは
選手自身に「どうしたいのか」を考えさ
せ、そのためにどうすればいいかを文
献やインターネットなどで自主的に調べ
させる。なぜなら、それを指導者側が
与えてしまうと、選手自身の将来に対し
て「言い訳」の材料を与えてしまうから
だという。自分で選んだ進路だからこ

そ、自分の責任で頑張っていける。そ
のための後方支援をしっかりと行う。
　森山監督が練習中に強い口調で選
手をしかることもある。私生活の場で
は稲田寮長が目を光らせ、厳しくしつ
けている。選手をしかると、森山監督も
稲田寮長も必ず互いに報告するとい
う。これは、ピッチでしかられた後、寮で
もひどく怒られてしまえば、親元を離れ
て寮に住む選手にとっては「逃げ場」
がなくなってしまうからだ。
　加えて、学校生活も選手の成長に
とって大きな影響があるとの考えから、
吉田高校の先生とも常に連絡を取り
合い、勉強や生活態度も把握してい
る。通知表は親に送る前に稲田寮長
も事前に確認するという。保護者参観
にも監督・寮長が必ず出席する。赤点
を取ると練習に参加できない制度をつ
くり、文武両道を実現すべく、学業を
決しておろそかにしないのも三矢寮の
伝統だ。
　吉田町で過ごす選手たちの時間
は、練習、寮、学校の3つに分かれる
が、そのすべての時間において、監
督・寮長・先生が協力し、選手たちの
心身をケアしている。「サッカーが大好
きで、この吉田町までやってきた選手
たちだからこそ、サッカーを嫌いにさせ
てしまうことだけは、わたしたちがやっ
てはならない、と森山監督と常に話し
合っている」と稲田寮長は語る。

	 10年の歳月が	
もたらしたもの

　芦田専務理事は「森山監督や稲田
寮長の人間味あふれる人柄にほれて
いるといっても過言ではない。だからこ

クラブ・学校・地域が育てる豊かな人材
～選手育成と人間づくり～

サンフレッチェ広島　三矢寮
寮長

稲田 稔 氏

吉田サッカー公園のクラブハウスに張り出された横断幕。まち全体でユース選手たちを支えている
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そ、彼らの指導を受けるユースの選手
たちは、まちの人々から愛されている」
と実感している。
　毎年3月に行われる「3年生を送る
会」。市庁舎にあるホールに約200名も
のまちの人が集まる。口下手な選手も
いるが、卒業生一人ひとりが、約8分の
持ち時間を使って3年間の吉田町で
の時間を振り返り、支えてくれた人々へ
の感謝の言葉を口にする。「僕は一度
も公式戦に出ることはできなかったけ
ど、高校3年間を吉田町で過ごせて本
当に幸せでした」と話す選手も。大勢
の人たちを前に選手が堂 と々スピーチ
する姿を見て、彼らの成長をうれしく想
い、涙を流すまちの人も多い。
　「もしサンフレッチェが吉田町から出
て行ってしまうようなことになれば、まち
の人たちの心には、ぽっかりと穴があ
いてしまうだろう」（芦田専務理事）。
　三矢寮での生活が始まって間もな
いある日、県北にある中国新聞三次
支局の編集長が取材に来た。「稲田さ
ん、10年間辛抱しなさい。教育や育成
は、そのくらい積み重ねて、ようやく成
果が出るものだから」。そう諭された言

葉が、今も稲田寮長の胸に強く残って
いるそうだ。「実際、10年たって初めて
成果が感じられるようになった。2003
年と04年の日本クラブユース選手権
の連覇も、そして、まちの人たちに本当
に受け入れられていると実感するよう
になったのも、まさに10年という歳月を
頑張った結果だと思う」と稲田寮長は
感慨深く振り返る。

　クラブ、寮、学校、そしてまちが、それ
ぞれ密接に支え合いながら、信頼を深
めてきた時間。くしくも別々に取材した
森山監督、芦田専務理事も、この「10
年」という単位の大切さを口にした。
毛利氏ゆかりの地で深く太く結ばれた

「三本の矢」の結束は、これからも強
固に吉田のまちに根差していくことだ
ろう。

　御卒業おめでとうございます。心よりお喜び申し上げます。また昨日の3年生を送る会では皆さん一人一人の想いのこもったスピーチを聞かせていただきとても感動しました。惜しくも優勝は逃しましたがJユースカップの準優勝は全員の力の結晶だということがよくわかり改めてチームワークの大切さを実感しました。高校卒業という一つの区切りを経て皆さんは新しいスタートを切られますが、健康に気をつけて次の夢（目標）に向って頑張ってください。
　サッカーフェスティバルでの子ども達への指導やバザーのお手伝い、テントの片付け、そして雪かきなど事業団は色 と々皆さんに助けていただきありがとうございました。お礼とお祝の気持ちとして事業団のオリジナル商品であります竹炭の「かけたん」をプレゼントします。皆さんが昨日スピーチされた将来の夢が実現するよう願っています。自分の部屋に「かけたん」を飾って夢をとことん追いかけてください。吉田の地で皆さんの活躍を祈っています。
　事業団は4月から吉田歴史民俗資料館のとなりに事務所を移します。吉田に来る機会があったらいつでも寄って下さい。コーヒーでもビールでも何でも出します。

ユース3年生の皆さんへ

平成22年3月1日財団法人　安芸高田市地域振興事業団
専務理事　芦田　宏治

※稲田寮長と史上最強のツートップを組むてるてる坊主のおじさんより

今春ユースを卒業した3年生に向けた芦田専務理事からのメッセージ。
選手たちを見守る温かさが伝わってくる

（財）安芸高田市地域振興事業団
専務理事

芦田 宏治 氏
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クラブ・学校・地域が育てる豊かな人材
～選手育成と人間づくり～

　日本代表クラスの実績ある選手を
補強するには多大な資金が必要にな
るため、多くのクラブは若手の優秀な
選手を獲得しようと努力している。しか
し、18歳以下で能力のある選手はす
でに他クラブのユースに所属している
ことが多く、各クラブは高校のサッカー
部に属する有力な選手へ、2年生の
段階から契約を打診するなど、その獲
得競争にしのぎを削っている。これら
の背景から、クラブ内での選手育成の
重要性にはこれまで多くの議論がなさ
れてきた。クラブで選手を育成するこ
とで、逆に補償金を得る機会も生まれ
る。また、地元で育った選手が活躍す
ることは、ファン・サポーターの誇りにな
り、地域の活性化にもつながる。
　そこで、技術的に優れた選手である
ことはもちろん、人間的にも魅力のあ
る人材を輩出するべく、05年5月に株
式会社京都パープルサンガ、京セラ株
式会社、学校法人立命館（立命館宇
治中学校・高等学校）は、「世界水準
のプロサッカー選手」の育成を目指した

「スカラーアスリートプロジェクト」を立
ち上げることを発表した。

	 日本一のチーム		
＝	日本一のクラブ

　「日本一のチームを目指すのであれ
ば、日本一のクラブにならなければな
りません」。サンガの強化責任者であ
る細川浩三取締役は、京セラの創業
者であり、クラブの代表取締役名誉会
長でもある稲盛和夫氏への提案の席
で、自らの想いを熱く語った。
　「日本一のクラブとは、トップチーム、
育成、普及がそれぞれ日本一のレベ
ルを維持し、かつすべてが連動しなが
ら機能しているクラブのこと」（細川取
締役）。サンガの育成組織は、中学年
代のU-15、高校年代のU-18を有して
いる。しかし、05年当時は近隣の太陽
が丘にある土のグラウンドを練習場と
して使用するなど、専用練習場や照
明設備はもとより更衣室すらない状況
は、とても恵まれた環境と呼べるもので
はなかった。
　事実、家長昭博（ガンバ大阪ユース
／長岡京市出身）、前田俊介（サンフ
レッチェ広島ユース／奈良市出身）、
山口慶（名古屋グランパスユース／宇

治市出身）と、サンガのおひざ元といえ
る地域で育った実力ある選手たちが、
他クラブのユースチームに進んでいた
ことも、サンガの受け入れ態勢の不十
分さを物語っていた。
　細川取締役は、柱谷幸一監督（当
時）から「これでは、本当の意味の育
成とは言えない」と厳しく叱咤された。
育成に対する危機感は、当時強化に
携わっていたスタッフも認識していた
が、具体的な解決へのアプローチはな
されていなかった。柱谷監督の言葉に
動かされた細川取締役は、サンガの育
成システムを根底から改革することを

京都サンガF.C.	
世界水準の人材を育てるために

2005年5月、「京都から日本、そして世界へ…」を合言葉に、
18歳以下の選手を対象にした選手育成プロジェクトが京都で立ち上がった。
選手には、サッカーの練習はもちろん、勉強も決しておろそかにできない
「高いレベルでの文武両道」が求められている。
京都サンガF.C.と、産・地・学が手を取り合って立ち上げた、
その名も「スカラーアスリートプロジェクト」である。

京都サンガF.C.
取締役　スポーツディレクター

細川 浩三 氏
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決意した。
　まず初めに、ユース育成の先端事
例であるサンフレッチェ広島のユース
チームを取材した。全寮制で選手全
員が一つの学校に通うサンフレッチェ
ユースの選手たちは、授業が終わり15
時半に帰寮すると、16時半にはそろっ
て練習開始、約2時間の練習を終え、
20時前には寮の食堂で食事を取る。
一方、当時のサンガユースの選手たち
は、授業終了後、一度それぞれの自宅
に戻ってから練習場に集合するため、
練習開始は18時になる。2時間の練習
が終わり、帰宅して選手が夕食を食べ
るころにはすでに22時を回っている。
プロ選手になるための身体づくりが欠
かせないこの時期に、食事の時間ひと
つを比較しても、環境が劣っていること
は明らかだった。
　広島・三矢寮の稲田寮長からは、

「本気で育成を志すなら、1年生が卒
業を迎える3年間を1サイクルとして3サ
イクル分、すなわち10年ほどは我慢し
なくてはならない。育成とは、それだけ
時間のかかるものだ」と、短期的な結
果を追い求めないことが必要とのアド
バイスを受けた。「チームはライバル関
係であるのに、同じＪリーグに属する仲
間として、育成についての心構えやノ
ウハウを惜しみなく教示してくれた稲
田寮長の存在は、心からありがたかっ
た」と細川取締役は感謝の想いを口
にする。
　京都に戻った細川取締役は、早速、
育成システムの柱を①ユース専用の
人工芝グラウンドの確保、②寮の建
設、③高等学校との連携、④中学生
以下年代のスカウト活動の実施―

と定め、抜本的改善の必要性を企画
書にまとめると、稲盛名誉会長へ提案
した。億単位の予算が必要になるプロ
ジェクトにもかかわらず、かねてより「サ
ンガで預かった選手たちには、幸せで
素晴らしい人生を送ってほしい」という
想いを持つ稲盛名誉会長は「しっかり
進めなさい」と、プロジェクトの推進を
その場で了承した。

	 立命館と	 	
理念を共有

　城陽市がサンガタウン内にグラウン
ドを整備し、その上にサンガが人工芝
を張ってユース専用の練習場を確保
した。寮の建設も決まり、残る課題は
選手たちの受け入れ先となる高校の
選定である。時を同じくして、地元・京
都の名門校である立命館の理事長
が稲盛名誉会長へ、サンガと大学サッ
カー部との連携の相談を持ち掛けた。

当初は指導者の交流などが議題の中
心だったが、部活動においても文武両
道を推し進める立命館側の方針と、一
人の人間としてより幸せな人生を送っ
てほしいと願うクラブ側の願いが一致
し、「スカラーアスリートプロジェクト」へ
とその計画は発展していった。　　
　「当時、プロ野球再編問題で選手
会長としてリーダーシップを発揮してい
た古田敦也さんは立命館大学出身。
彼のような人材を一緒に育てていこう
と話を進めた」（細川取締役）。サンガ
タウンからほど近い場所にある、付属
の立命館宇治高等学校が「国際化教
育」や「貢献の教育」を理念にした教
育方針を掲げていたこともあり、クラブ
と学校が一つの想いを共有するのに
時間はかからなかった。
　「世界には医師や弁護士の資格を
持ちながら活躍するトップアスリートも
いる。選手として優秀であればあるほ

坂本龍馬のように大きな夢を抱いてほしいとの想いで「RYOUMA」と名付けられたサンガユースの選手寮
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ど、彼らの行動や発言は世の中に大き
な影響を与える。われわれが目指すの
は、技術的にも人間的にも一流といえ
る、世界水準の人材を育てること」と、
細川取締役は語る。
　サンガユースへの加入を目指す選
手たちは、どんなにサッカーの技術に
優れた選手であっても中学校の成績
を立命館宇治高校に提出し、面接試
験を受けることになる。プロジェクト発
足当初、ユースチームとしての結果を
求めるがゆえに、学力が不足していて
も有力な選手は獲得するべきではな
いか、という議論がクラブ内で交わさ
れたが、「高校生である以上、まずは
勉学が最優先。例外をつくると、このプ
ロジェクトの本質が揺らいでしまう。も
し学力が伴わない選手を受け入れれ
ば、選手自身が高校の授業について
いけなくなり、辛い思いをすることにな
る」と、細川取締役の意思は揺らがな

かった。
　クラブと学校は月に1回の定期ミー
ティングを行い、連携を密にして選手
たちを双方からサポートしているが、
試合や遠征で欠席することへの優遇
はほとんどない。選手たちは、授業に
ついていくためには、自主的に勉強に
も時間を割かなければならない。「そ
れを辛いと感じるような選手なら、そも
そもサンガユースは選ばないはず」と
細川取締役は笑う。むしろ、ユース選
手たちは学校の中でも模範生として
の役割を期待され、実際に文化祭や
体育祭でもリーダーシップを発揮し、
学内で注目を集める存在になってい
る。こうしたユース選手たちの存在が、

「サンガユースに進むためにはしっか
り勉強しなくては」と、ジュニアユース
の選手たちの勉強に対する意識にも
好影響を与えているという。
　立命館側は、年間ひとり当たり約

100万円がかかる学費に関して、学校
として基金をつくり奨学金システムを
整えることで、サンガの選手は全額免
除とした。3学年で30人の選手を受け
入れるため、年間3,000万円を学校側
が負担していることになる。そうした協
力に対して、サンガ側も、立命館宇治
高校サッカー部への監督派遣や、メ
ディカルスタッフによるサポートなどを
実施。昨年、全国高等学校サッカー選
手権大会に立命館宇治高校が初出
場を果たしたのも、こうした連携があっ
てこそのことだ。

	 社会人としても	
一流に

　スカラーアスリートプロジェクトでは、
昨年よりユース選手を対象に「京セラ
フィロソフィ」についての研修もスタート
させた。これは、稲盛名誉会長の人生
哲学である「公明正大でまじめに、一

クラブ・学校・地域が育てる豊かな人材
～選手育成と人間づくり～

指導者の資質の更なる向上

育成専用人工芝グラウンドの整備

Scholar-Athlete Project

寮の整備

学校との連携

良い指導 良い練習環境 良い生活環境

●選手が育つための環境整備（京都サンガ F.C.「スカラーアスリートプロジェクト」説明資料より）
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生懸命努力していくことの大切さ」を、
京セラの社員に伝えるべく、社内研修
として実施しているもの。京セラ社内の
教育企画部が中心となって、このプロ
グラムを高校生向けにアレンジし、①人
生に対する考え方、②サンガ選手とし
ての生き方、③サンガ選手として期待
されていること―を中心に据え、勉
強や練習はもちろん、日常生活での規
範を身につけるための心構えを説く。
企業によるクラブに対する資金面のサ
ポートだけではなく、クラブと企業が理
念を共有し、人材育成に向けた具体
的な取り組みを一緒に行うことは、両者
の新たな関係性として特筆すべき取り
組みと言えよう。

　稲盛名誉会長はトップチームの選手
に対しても、毎シーズン前に必ず人生
哲学に関する講話を行う。「選手として
だけでなく、人間としても一流に」という
想いは、今や京都サンガF.C.のクラブ
フィロソフィーの一つになっているともい
える。「真のトッププレーヤーになったとき
に、彼らがどのような教育を受けている
かによって、話す言葉も変わってくる。社
会に対してしっかりメッセージを発信で
きる選手を育てていきたい」と、細川取
締役はクラブの行く末を見据える。

	 	産・地・学の連携、	
そしてその先に

　現在、サンガのユース選手は全員

が同じ寮で生活している。専属栄養士
による食事管理をはじめ、生活のリズ
ムを整えるよう指導するためだ。彼ら
の寮費、食費はクラブが全額負担す
る。人件費も含めてサンガの育成予算
は年間約1億5000万円にも及ぶが、ク
ラブにとって必要な費用として毎年予
算を計上し、削ったことはかつてない。
　06年度からスタートしたプロジェクト
は、この3月で第2期生を送り出すが、
第1期生を含めてトップチームに昇格
した選手はまだ一人もいない。短期
的なチーム強化だけを考えれば、1億
5000万円を使って、実績のある選手を
他クラブから獲得した方が確実性・即
効性はあるだろう。しかし、細川取締

入学式後に行われる保護者同伴の説明会で、真剣なまなざしでメモをとるサンガユースの新加入選手たち。親元を離れ、これから厳しくも充実した、文武両道を
目指す３年間が始まる
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役はサンフレッチェ広島の稲田寮長の
「まずは10年、我慢することが大切」
との言葉をいつも思い出す。
　また、このプロジェクトはサンガという
クラブのブランド力を上げる効果もある
という。「われわれを支援していただい
ている京都の企業には、協賛価値とし
てクラブの社会的な存在意義に重き
を置いている会社が多い。そうした企
業に向けて、ただトップチームが活躍
するだけではない、クラブとしての新た
な価値を提供できると信じている」と、
細川取締役は語る。
　実際に、中学生に対するブランド力
も向上しており、立命館での教育に魅
力を感じる親だけでなく、子どもたちか
らも「サンガユースで頑張って、世界に
通用する人間になりたい」との意志で
サンガを志望してくれる選手が増えた
という。
　クラブの理念に賛同した産業界と
地域社会、そして教育現場が一体と
なって推進する「スカラーアスリートプ
ロジェクト」も今年で5年目。稲田寮長
の言う「10年」を迎えるころには、トップ
チームへ昇格する選手を輩出するこ
とはもちろん、卒業生の多くが京都で、
そして世界の舞台で、さまざまな形で
活躍する姿を見られるかもしれない。

＊　　　　＊　　　　＊

　早くから育成の重要性を認識し、地

域と協力体制を取りながら、全寮制の
育成システムを構築し、全国大会を幾
度も制してきたサンフレッチェ広島。そ
の仕組みを参考にしながら、地元の企
業と学校との連携を行い、新たな育成
システムを推進する京都サンガF.C.。
　その共通点は、クラブのトップから
育成を担当する現場までが、一貫し
た「育成コンセプト」を理解・実践し、

「サッカー選手としてだけではなく、魅
力的な人間をつくる育成」を志向する
点だ。
　「育成」という分野はホームタウン活
動と同じく中長期での視点が不可欠
で、即効性を求めることのできるもので
はない。「費用対効果」という考え方で

は、常に議論の対象となる分野かもし
れない。しかし、スポーツを通じた人間
づくりに主眼を置いた両クラブの取り
組みは、「人」を通じて地域社会に貢
献するという明確な理念のもとに成り
立ち、それはＪリーグ百年構想が目指
す将来像にも結びつくものだろう。広
島と京都の地で充実した3年間を過ご
した若き選手たちの、これからの人生
に期待したい。

クラブ・学校・地域が育てる豊かな人材
～選手育成と人間づくり～

「Jリーグニュースプラス」は100%
再生紙を使用しています。写真提供：財団法人 安芸高田市地域振興事業団、ⓒ ＫＹＯＴＯ.Ｐ.Ｓ.、立命館宇治中学校・高等学校

整備された人工芝の専用グラウンド（上）と、選手たち
が通う立命館宇治高等学校（右）。日本でもトップクラ
スの育成環境が整っている
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